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黒毛和種繁殖雌牛の食餌性条件反応の学習による放牧管理

第 2報 放牧技術の現地実証

村上 勝郎・増田 隆晴・畠山 公子・・佐藤 彰芳
(岩手県農業研究センター畜産研究所。=久慈農業改良普及センター)

The Management Of Grazing Japaneso Black Breed Co、 vs

On Dietary_COnditioned Responses in Auditory Guidance

2 Field tria1 0f feed management on pasture

Katsurou 14uRAKAMl, Takaharu MsuDA, KoukO IIAnヽ KEYAMA* and Akiyoshi SAnD

(Antttlll撃ぶIIti思寛♪蝋 1lty…
h)

1 は じ め に

公共牧場を有効に活用するためには黒毛和種の放牧促進

を図ることが重要な課題となっているが,黒毛和種は人工

授精を必要とするため,看視作業の負担が大きい。その対
応策として食餌性条件反応を利用した放牧管理技術が有効

と考え,試験規模で実施した成果を前報2)で報告した。今

回は大規模牛群及び大規模放牧地における有効性を確認す

るため,遠野市貞任牧場において 2ケ 年,前報と同様の放

牧技術を現地実証した結果を報告する。

2試 験 方 法

(D 実証場所及び供試牛頭数
遠野市貞任牧場において 3群に分けて管理している牛群
のうち黒毛和種「要人工授精群」をさらに子付きと子なし

の 2群に分け,子付きの親子群を試験区 (集畜)と し,子
なしの群を対照区 (慣行)と した。供試頭数は,試験区は

親子78(68)組 ,対照区は57(80)頭 (1998年 頭数,()
は1997年頭数)であった。
12)実証方法及び調査項目

1)試験区(集畜)
試験放牧地中央部に集畜施設を設置し (図 1),そ こを
中心に輪換放牧を実施した。集畜作業は,9:lXl～ 10:00
の定時に条件音 (馬鈴)を鳴らし,強制的 (人力により)
に全頭を集め,親に濃厚飼料 (1頭当150～ 200g)を 給与
する学習作業を1997年 (集畜施設導入初年)には入牧後10
日間実施し,その後,条件音と餌だけの集畜作業を終牧ま
で実施した。1998年 (集畜施設導入 2年日)は ,強制的な
学習作業はしないで集畜作業を実施した。両年とも集畜後

に看視を行い,発情牛は集畜スペースのシュートに誘導・

保定する管理を行った。

2)対照区 (慣行)
看視員が牧区内を歩いて看視を行い,発情牛ιま既存シュー

トを利用し,捕獲・保定する管理を行った。
3)調査項日

各区とも開牧日から終牧日までの看視時間及び集畜時間

並びに歩数計による歩数を記録し,そ の集計によって時間

と労力を比較検討した。また,試験区においては,条件音
によって誘導できた頭数を記録し,誘導頭数率を調査した。
さらに放牧台帳に基づいて受胎率を調査するとともに集畜

施設のコストを試算した。

図 1 集畜スペースの概要 (平面図)

3 試験結果及び考察

集畜施設設置初年度に牛群に食餌性条件反応を学習させ

るための労力について検討した結果,学習作業開始初日は

12組の放牧頭数であったが,60分の時間を要し, 1人当た

りの歩数も31X10歩でかなりの労力を要した。 しかしながら

10日間で集畜時間,集畜歩数は減少し,学習効果が認めら

れ,食餌性条件反応による牛群誘導が可能となった (表 1)。

表 1 集畜馴致の労力 (1997年調査)

5/28 20  m  31 6/1 2
頭数(組)  12  14  14  14  17  17  17  17  17  17
時Fal(分)  60  14  5  10  5  21  10  10  5  0
歩微(1人) 椰Ю 31m 5“  25  -  81  56  351  -  311
集畜人員   7  4  4  4  4  6  6  5  5  5
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その後の条件音のみでの誘導頭数率は,学習作業を実施

した施設設置初年度で概ね80%以上であり,前年度の経験

牛がいることを踏まえて学習作業を実施しなかった 2年目

では,概ね70%以上の誘導ができた。しかしながら, 2ケ

年とも8月 の誘導頭数率が低かった。これは,夏期の高温

と風通しの良い林地の滞在 (立場)で牛群が移動しなかっ

たことと,8月 に放牧頭数が最大となっていることで,新
たに入牧した牛が誘導できなかったと考えられる。これら

から,学習作業を放牧頭数が最大になる時期も実施すれば,

高い割合で牛群を誘導できると考えられるが,現在の公共

牧場の労力,手間を考えれば困難であるため今後の課題と

考える (表 2)。

表2 食餌性条件反応による誘導頭数率

2,B,F牧 区は距離が遠くなるにつれて音量が斬減した。
しかし,同 じ牧区でも気象条件 (天候,風向き等)や林地 ,

凸凹地形の場所では音量が違っているため立地条件で音量

はかなり左右された (図 2)。

放牧全期間中の看視人の労力は,時間,歩数から通常管

理 (対照区)と比較して,看視作業で2～ 3割,発情牛捕

獲・保定作業で 7割以上の省力化ができた (表 4)。 また,

集畜技術を導入したことによって受胎率に有意な差はなかっ

た。

黒毛和種牛群80組規模の施設導入経費は,約350万円で

あったが,外部発注した集畜スペースの舗装経費を除けば,

資材費だけで100万 円程度で自力施工も可能であった (表

5)。

6月    1月   8月   9月   10月   11月

W籠秒
) 962  998  611  811  %5 1000
m  51  '1  0  55  22

注 1998年 の平均放牧頭数の ( )は 1997年に集畜施設
を経験した頭数。
1998年は経験牛がいることを踏まえ強件1的な馴致は
しなかった。

条件音の音域と伝達距離を検討した結果,現地で使用 し

た条件音 (馬鈴)の音域は,2,000Hz～ 4,000Hzの 範囲の

周波数であった。牛が反応する周波数2,000Hzl)と されて

いるので条件音としては適正であると思われた (表 3)。

牧区の条件と伝達距離を検討した結果,音源からはぼ平IH

なA-1牧区あるいは上り斜面のC,D牧区は遠距離にお
いても40db以上の音量であった。音源から下り斜面のA―
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捕獲・保定の単位は 1頭 1人当たりの数値

表5 黒毛和種牛群80組規模の施設導入経費

視看

計

37
試験区 032 112

補獲・保定 460 102 5

対照区m.経  273
040    1138     169
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公共牧場での実証結果から,集畜施設設置初年には若千

の学習作業労力を費やすが,それ以降,条件音のみで牛群

誘導が可能であった。また,集畜施設を設置することで看

視人の牛群管理作業が省力化された。
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表 3 室内における馬鈴の音域 (周波数)

表4 看視・繁殖管理等の労力 (1998年)

図 2 各牧区における条件音の伝達距離


